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　昨年議員となり早1
年が過ぎ、新年度がス
タートしております。5
月の臨時議会で今年度
は厚生委員、総合交通
対策特別委員に就任し

ました。皆様の期待に応えるべく黒野地
区の発展のために、汗をかいてまいります
のでよろしくお願い致します。さて、九州
各地に甚大な被害をもたらした熊本地震
から2ケ月が経とうとしています。まず
は、地震によって亡くなられた方々に哀
悼の意を表し、被災された数多くの方々
にはお見舞いを申し上げるとともに、1
日も早い復旧・復興を願うものです。
　巨大地震や大規模テロなどの緊急事態
に備える「緊急事態条項」の新設が憲法改
正のテーマに挙がっています。首都直下
地震や南海トラフ巨大地震のような巨大
災害は、現行の災害対策基本法では対処
が困難な状況です。憲法改正も人の命や
国土を守る問題ですから、国民の理解が
十分に得られるよう、時間はかかるかも
しれませんが、強制力のある緊急事態条
項を定めておく必要があります。

地震災害対応について
岐阜市議会議員　郷　英明

　8月に開催のリオ五輪
競泳種目に、岐阜市か
ら、小長谷研二選手

（400mリレー）、金藤理
絵選手（200m平泳ぎ）、
今井月選手（200m個人

メドレー）の3名が出場します。
　なかでも、女性初の競泳代表チーム主将
に選ばれた金藤選手には名前の通りの金メ
ダルの期待が膨らみます。
　この種目は、昭和11年のベルリン五輪で日
本人女性初の金メダリストとなった前畑秀子さ
ん（結婚後兵藤姓となり岐阜市に住み、水
泳の普及に尽力。岐阜市民栄誉賞第一号
受賞。平成7年没）につながる伝統種目です。
　4年後の東京五輪の前年に、前畑秀子さ
んをモデルにした、NHK朝ドラ実現を目指し、
生まれ故郷の和歌山県橋本市、選手時代
の名古屋市と岐阜市が連携協力し署名活動
など気運の盛り上げを始めました。
　平成の前畑秀子さんが誕生すればドラマ
化の追い風にもなります。
　この夏は、日本競泳陣の活躍を応援しましょ
う。　　　　　　（岐阜市水泳協会副会長）

岐阜市から3選手出場の
リオ五輪競泳種目に期待

岐阜市議会議員　信田朝次　4月14日、熊本地方に
震度7を観測する地震が
発生しました。その2日後
の16日にも、続けて震
度7の地震が発生しまし
た。被災された方のお話

では、1回目の地震では、耐震化してある
家屋は壊れなかったそうですが、2回目の
地震では、家が壊れ、心も折れたそうです。
　このように、どれだけの備えをしても、自
然の力を防ぐことは不可能であります。そこ
で最近では、災害を防ぐ防災ということで
はなく、被害を最小限に食い止める減災と
いう考えが盛んに叫ばれるようになってきま
した。この減災という考えにより、自らの
生命、財産は自らが守る自助、近隣が互い
に助け合って地域を守る共助の果たす役割
が重要性を増しています。
　災害に強い地域を形成する原動力である
地域力を高めることにより、今後少子・高
齢化が進んでいく状況の中、地域全体で高
齢者や子どもたちを守るためにも、地域行
事に積極的に参加して地域に活力や安心を
もたらし、災害に強いまちになるよう、一緒
に取り組んでいきましょう。

災害に強いまちづくり
岐阜市議会議員　黒田育宏

　

黒
野
地
区
の
皆
様
、

日
頃
は
黒
野
自
治
会
連

合
会
の
諸
事
業
に
ご
理

解
を
賜
り
ご
支
援
、
ご

協
力
頂
い
て
お
り
ま
す

事
に
感
謝
し
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
今
年
の
4
月
に
熊
本
県
阿
蘇
地
方
に
は

震
度
７
と
い
う
大
地
震
が
起
き
、
甚
大
な
被
害
を

も
た
ら
し
ま
し
た
。
被
災
地
の
方
々
に
は
心
よ
り
お

見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。
日
本
は
昔
か
ら
地
震
大
国

と
言
わ
れ
ど
の
地
方
に
い
つ
、
ど
ん
な
地
震
が
起
き

る
か
、
科
学
的
に
ま
だ
解
明
出
来
て
い
ま
せ
ん
。
そ

ん
な
状
況
の
中
、
常
日
頃
か
ら
災
害
時
の
救
援
、
避

難
所
運
営
を
考
え
地
域
住
民
の
安
全
、
支
援
を
確

保
す
る
為
校
区
役
員
が
率
先
し
て
指
導
、
訓
練
を

行
っ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
10
月
23
日

に
は
、
黒
野
東
ブ
ロ
ッ
ク
と
し
て
黒
野
城
跡
公
園
で

該
当
13
町
内
、
連
合
会
役
員
、
各
町
内
総
代
役
員

な
ど
で
防
災
訓
練
を
実
施
致
し
ま
す
。

　

又
、
遅
々
と
し
て
い
ま
し
た
東
海
環
状
道
西
回
り

城
田
寺
地
区
の
ト
ン
ネ
ル
着
手
起
工
式
が
こ
の
6
月

20
日
に
行
わ
れ
る
旨
、
発
表
さ
れ
ま
し
た
。
大
変
に

喜
ば
し
い
こ
と
で
す
が
、
地
域
に
と
っ
て
は
こ
れ
か
ら

取
り
組
む
課
題
が
多
く
残
っ
て
い
ま
す
。

①
イ
ン
タ
ー
へ
の
東
西
、
南
北
か
ら
進
入
出
来
る

ア
ク
セ
ス
道
路
の
建
設

②
岐
阜
市
の
第
三
番
目
の
工
業
団
地
と
位
置
付
け

ら
れ
て
い
る
、
岐
阜
大
学
病
院
西
隣
り
深
坂
地

区
へ
の
誘
致

③
岐
阜
大
学
及
び
大
学
病
院
周
辺
の
整
備
等

　

今
後
の
展
望
と
し
て
諸
先
生
方
の
お
力
を
借

り
、
ま
た
地
元
住
民
も
前
向
き
な
姿
勢
で
進
め
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

す
で
に
東
海
環
状
道
路
東
回
り
東
濃
地
区
で
は

様
々
な
企
業
の
進
出
と
、
流
通
経
路
が
開
き
活
気

あ
る
エ
ネ
ル
ギ
ッ
シ
ュ
な
街
と
化
し
て
来
て
い
ま

す
。
一
日
で
も
早
い
環
状
道
路
西
回
り
の
完
成
を

望
み
ま
す
。

　

ま
た
、
黒
野
・
西
郷
地
区
の
住
民
の
足
と
し
て

走
っ
て
い
ま
し
た
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
バ
ス（
ほ
っ
と
バ
ス
）が
こ

の
４
月
下
旬
で
乗
車
客
10
万
人
を
達
成
し
ま
し
た
。

こ
れ
を
祝
っ
て
4
月
27
日
岐
阜
大
学
病
院
ほ
っ
と

バ
ス
停
車
場
で
細
江
岐
阜
市
長
、岐
阜
大
学
学
長
、

岐
阜
大
学
病
院
長
、
地
元
議
員
の
諸
先
生
方
の
出

席
の
も
と
、
祝
典
を
行
い
ま
し
た
。
地
元
の
足
と

し
て
し
っ
か
り
根
付
い
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
も

順
調
に
運
行
し
て
い
ま
す
の
で
皆
様
方
の
ご
愛
用

を
お
願
い
致
し
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
黒
野
地
区
皆
様
の
ご
健

勝
と
ご
多
幸
を
ご
祈
念
申
し
上
げ
ご
挨
拶
と
致
し

ま
す
。

ご
着
任
紹
介

岐
阜
北
警
察
署　

黒
野
交
番
長

田
邊
幹
雄

校
区
の
お
世
話
に
な
り
ま
す
。

宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

（
敬
称
略
）

黒
野
自
治
会
連
合
会　

会
長　

野
々
村
　
文
　
彦

災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
と
未
来
展
望
の
あ
る
ま
ち
に
…
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定
期
総
会
・
福
祉
大
会
を
開
催

　

黒
野
白
寿
会
連
合
会
で
は
、五
月
十
日
に
西
部
コ
ミ
セ
ン
で
、

市
議
会
議
員
、
黒
野
自
治
会
連
合
会
長
な
ど
多
数
の
ご
来
賓
の

出
席
を
頂
き
、
会
員
二
八
〇
人
の
参
加
を
得
て
、
定
期
総
会
及

び
福
祉
大
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

定
期
総
会
で
は
、
例
年
通
り
国
歌
斉
唱
、
物
故
者
に
対
す
る

黙
祷
、
来
賓
祝
辞
に
続
い
て
功
労
者
表
彰
、
感
謝
状
の
贈
呈
、

長
寿
会
員
に
は
歳
祝
を
、
前
期
生
ま
れ
の
会
員
に
は
誕
生
祝
い

を
贈
呈
し
、
議
事
で
は
事
業
報
告
及
び
収
支
決
算
、
事
業
計
画

と
収
支
予
算
そ
れ
に
役
員
の
補
充
に
つ
い
て
承
認
を
得
ま
し
た
。

　

福
祉
大
会
で
は
、
振
り
込
め
詐
欺
や
交
通
事
故
防
止
を
テ
ー

マ
に
、特
別
に
岐
阜
県
警
察
本
部
の
協
力
を
得
て
、漫
才
ペ
ア
ー

「
フ
リ
コ
マ
ン
ダ
ー
G
P
」に
よ
る
漫
才
と
地
域
安
全
活
動
ア
ド

バ
イ
ザ
ー
の
金
森
さ
ん
に
は
手
品
を
交
え
た
交
通
講
話
を
お
願
い

し
、楽
し
い
時
間
を
過
ご
し
ま
し
た
。

　

自
治
会
連
合
会
の
皆
さ
ん
の
お

蔭
で
、
毎
日
を
楽
し
く
過
ご
さ
せ

て
頂
い
て
お
り
ま
す
。
日
頃
の
ご

支
援
に
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

黒
野
白
寿
会
連
合
会
長　

國
島　

孜

　

平
素
は
、
黒
野
分
団
の
活
動
に
ご

理
解
ご
協
力
頂
き
ま
し
て
、
誠
に
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

四
月
十
四
日
に
発
生
し
ま
し
た
熊

本
地
震
で
、
新
聞
・
T
V
等
で
報
道

さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
各
地
域
の
消

防
団
員
が
自
分
の
意
志
で
火
災
へ
の

対
応
は
当
然
で
す
が
、
家
屋
倒
壊
の

際
の
人
命
救
助
、
又
夜
間
に
お
け
る
地
域
の
パ
ト
ロ
ー
ル
等
、

様
々
な
所
で
活
動
し
て
い
る
姿
に
本
当
に
心
打
た
れ
ま
し
た
。

　

私
達
、
黒
野
分
団
も
こ
の
様
な
事
を
教
訓
に
が
ん
ば
っ
て
ま

い
り
ま
す
。

　

本
年
も
宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

岐
阜
市
北
消
防
団
黒
野
分
団
分
団
長　

船
戸
俊
秀

ス
ポ
ー
ツ
で
人
を
思
い
や
る
心

を
育
て
よ
う

　

黒
野
地
区
の
皆
様
に
は
、
日
頃
よ

り
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
活
動
に
、
ご
理

解
ご
協
力
を
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

　

黒
野
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
で
は
現
在

七
つ
の
ク
ラ
ブ
が
活
動
し
て
い
ま

す
。
日
頃
の
練
習
に
加
え
季
節
ご
と
に
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ

大
会
、
キ
ャ
ン
プ
、
も
ち
つ
き
な
ど
の
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
で

楽
し
く
心
と
身
体
を
育
ん
で
い
ま
す
。

　

各
ク
ラ
ブ
で
は
随
時
、体
験
と
入
部
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

地
区
の
皆
様
に
は
子
ど
も
達
の
活
動
に
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ

う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。黒野

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
団
長　

柴
田
弘
明

　

私
達
、
日
赤
奉
仕
団
は
、
現
在
十
四
名
の
少
人
数
で
活
動
を

し
て
居
り
ま
す
。
主
に
自
治
会
主
催
の
年
一
回
の
防
災
訓
練
に

全
員
で
参
加
し
て
い
ま
す
。
そ
の
他
地
域
の
老
人
ホ
ー
ム
あ
そ

か
苑
で
、
清
掃
と
美
容
師
さ
ん
に
よ
る
髪
カ
ッ
ト
を
そ
れ
ぞ
れ

月
一
回
行
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
他
岐
阜
市
日
赤
奉
仕
団
の
多
く

の
行
事
に
も
参
加
し
て
い
ま
す
。
こ

れ
か
ら
も
自
治
会
か
ら
の
要
請
が
あ

り
ま
し
た
ら
団
員
と
相
談
の
上
、
地

域
の
お
手
伝
い
が
出
来
れ
ば
と
思
っ

て
居
り
ま
す
。
黒
野
分
団
は
、
団
員

数
が
少
な
い
為
、
活
動
し
て
頂
け
る

方
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
連
絡
を
お

待
ち
し
て
居
り
ま
す
。

日
赤
奉
仕
団
黒
野
分
団
長 

小
田
ナ
ヲ
ミ

放
課
後
子
ど
も
教
室「
黒
野
っ
子
ひ
ろ
ば
」を
開
催

　

地
域
の
皆
様
に
は
日
頃
よ
り
、
青
少
年
育
成
市
民
会
議
の
活

動
に
、
ご
協
力
い
た
だ
き
有
難
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

活
動
の
一
つ
と
し
て
、
二
十
八
年
度
も
黒
野
小
体
育
館
で
放

課
後
子
ど
も
教
室『
黒
野
っ
子
ひ
ろ
ば
』を
一
年
生
か
ら
六
年
生

ま
で
五
十
二
名
の
参
加
で
、
五
月
二
十
三
日
よ
り
毎
週
月
曜
日

に
開
催
し
ま
す
。放
課
後
の
一
時
間
ほ
ど
で
す
が
、ド
ッ
ジ
ボ
ー

ル
や
折
り
紙
、
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
も
取
り
入
れ
て
子
ど
も

た
ち
と
楽
し
く
遊
ぶ
予
定
で
す
。

　

次
の
世
代
を
担
う
子
ど
も
た

ち
は
み
ん
な
の
宝
物
で
す
。
地

域
と
家
庭
と
学
校
が
連
携
を
深

め
、
子
ど
も
た
ち
が
健
や
か
に

育
つ
よ
う
活
動
を
進
め
て
ま
い

り
ま
す
。

　

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

黒
野
青
少
年
育
成
市
民
会
議

会
長　

工
藤
治
示

　

日
頃
よ
り
、
子
ど
も
会
育
成
委

員
会
活
動
に
ご
理
解
と
ご
協
力

を
い
た
だ
き
誠
に
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

　

今
年
は
「
一
人
一
人
が
思
い
や

り
の
心
を
持
と
う
」
を
テ
ー
マ

に
、
イ
ン
リ
ー
ダ
ー
生
と
共
に
成

長
で
き
る
研
修
を
目
指
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

　

五
月
十
四
日
に
開
講
式
、
六
月

十
八
日
に
は
第
二
ブ
ロ
ッ
ク
子
ど
も
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
が
黒
野

小
学
校
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

他
校
区
の
イ
ン
リ
ー
ダ
ー
生
と
の
交
流
を
深
め
、
今
後
の
研

修
に
役
立
っ
て
い
く
こ
と
を
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

　

今
後
と
も
、
役
員
が
団
結
・
努
力
い
た
し
ま
す
の
で
、
地
域

の
皆
様
や
各
種
団
体
の
皆
様
に
は
お
世
話
に
な
り
ま
す
が
、
ご

支
援
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

黒
野
子
ど
も
会
育
成
委
員
会
会
長　

村
井
景
子

黒
野
白
寿
会
連
合
会

黒
野
青
少
年
育
成
市
民
会
議

日
赤
奉
仕
団

黒
野
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

北
消
防
団
黒
野
分
団

黒
野
子
ど
も
会
育
成
委
員
会

長〜いポリ袋に空気を入れて、飛ばして遊びま
す。天井に引っかかるアクシデントも遊びのうち。
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黒
野
校
区
の
皆
様
に
は
、
日
頃
よ
り
体

育
事
業
活
動
に
ご
理
解
と
ご
協
力
を
頂
き

誠
に
有
り
難
う
ご
ざ
い
ま
す
。こ
の
た
び
、

永
年
務
め
ら
れ
ま
し
た
國
島
前
会
長
の
後

を
受
け
継
ぐ
事
と
な
り
、
微
力
で
は
ご
ざ

い
ま
す
が
お
世
話
さ
せ
て
頂
く
事
に
な
り

ま
し
た
。校
区
民
の
健
康
と
ふ
れ
あ
い
に
役
立
つ
活
動
を
行
い
、

明
る
く
楽
し
い
地
域
づ
く
り
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
本
年
度
も

左
記
の
通
り
計
画
致
し
ま
し
た
の
で
、
皆
様
お
誘
い
合
わ
せ
の

上
、
是
非
ご
参
加
頂
き
ま
す
様
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

　

平
成
二
十
八
年
度
行
事
計
画

　

◦
五　

月　

新
役
員
総
会
の
開
催（
十
二
日
）

　

◦
六　

月　

校
区
親
睦
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

　
　
　
　
　
　
（
五
日　

説
明
会
五
月
二
十
日
）

　

◦
九　

月　

各
種
団
体
親
睦
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

　

◦
十　

月　

校
区
親
睦
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

　

◦
十
一
月　

歩
け
歩
け
運
動
大
会（
二
十
三
日
）

　

◦
二　

月　

町
内
対
抗
混
成
卓
球
大
会

　

◦
三　

月　

年
度
末
総
会
の
開
催

　

◦
そ
の
他　

黒
野
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
に
協
力

　
　
　
　
　
　
（
八
月
五
日　

ラ
ジ
オ
体
操　

黒
野
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
主
催
）

体
育
振
興
会
会
長　

笹
田
良
司

『
自
転
車
運
転
者
の
法
改
正
』ご
存
じ

　

校
区
の
皆
様
に
は
日
頃
交
通
安

全
活
動
に
ご
理
解
と
ご
協
力
頂
い

て
お
り
ま
し
て
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

早
朝
の
街
頭
指
導
は
、
折
立
信
号
と
西
畑
西
信
号
の
二
ケ
所

で
年
間
十
五
回
実
施
し
て
い
ま
す
が
、
そ
の
案
内
を
各
自
治
会

長
さ
ん
を
通
じ
て
し
て
頂
い
て
お
り
、
殆
ど
全
員
出
席
で
大
変

助
か
っ
て
お
り
ま
す
。
年
二
回
出
て
頂
く
事
に
な
っ
て
い
ま
す

の
で
今
後
も
配
布
物
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

北
署
及
び
交
番
員
も
出
て
の
折
立
信
号
で
は
、
自
転
車
運
転

の
取
締
り
が
行
わ
れ
、
イ
ヤ
ホ
ン
を
つ
け
た
学
生
ら
が
安
全
運

転
義
務
違
反
で
キ
ッ
プ
を
切
ら
れ
る
ケ
ー
ス
が
あ
り
ま
す
。又
、

自
転
車
の
並
進
は
中
学
生
に
多
く
必
ず
左
側
を
一
列
で
進
む
よ

う
親
さ
ん
も
注
意
し
て
事
故
の
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　

私
達
も
、
法
改
正
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
配
り
乍
ら
注
意
し
て
参
り

ま
す
。

岐
阜
北
交
安
協
黒
野
支
部
支
部
長　

松
井
直
樹

明
る
く
力
強
く
生
き
る

　

校
区
の
皆
様
に
は
、
日
頃
よ
り
母
子
寡
婦
福
祉
に
ご
支
援
頂

き
、
有
り
難
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

二
十
八
年
度
の
事
業
計
画
も
連
合
会
で
決
ま
り
、
一
人
親
家

庭
を
対
象
に
行
事
を
計
画
い
た
し
ま
し
た
。

　

◦
年
二
回　

生
活
指
導
講
座

　

◦
一
人
親
家
庭
一
日
親
子
の
集
い　

六
月
二
十
六
日

　
　
（
福
井
県
立
恐
竜
博
物
館
）

　

◦
県
母
連
運
動
会（
十
一
月
六
日　

O
K
B
ぎ
ふ
清
流
ア
リ
ー
ナ
）

　

◦
若
年
母
子
の
集
い
・
ク
リ
ス
マ
ス
会　

福
祉
活
動
セ
ン
タ
ー

　

◦
一
月
中
旬
よ
り　

広
報
ぎ
ふ
に
て
案
内

　
　

中
学
三
年
生
に
図
書
券
贈
呈

　

ホ
ー
ム
フ
レ
ン
ド
事
業（
対
象
中

学
二
年
生
ま
で
）大
学
生
、
大
学
院

生
に
よ
り
一
人
親
家
庭
の
所
で
勉

強
、
遊
び
、
相
談
、
そ
の
他
行
う
。

　

一
人
で
も
多
く
の
方
が
参
加
さ
れ

る
事
を
願
っ
て
お
り
ま
す
。

岐
阜
市
母
子
寡
婦
福
祉
連
合
会

会
長　

大
嶋
弘
子

　

黒
野
地
区
の
皆
様
、
何
時
も
女
性

防
火
ク
ラ
ブ
の
活
動
に
ご
理
解
、
ご

協
力
を
頂
き
誠
に
有
難
う
ご
ざ
い
ま

す
。

　

私
達
ク
ラ
ブ
員
も
高
齢
化
が
進
み

つ
つ
あ
り
ま
す
が
後
継
ク
ラ
ブ
員
に

恵
ま
れ
、
活
動
の
輪
を
広
げ
て
い
ま
す
。
防
火
週
間
の
広
報
パ

ト
ロ
ー
ル
、
岐
阜
市
の
主
催
す
る
災
害
時
訓
練
、
岐
阜
北
消
防

団
の
点
検
訓
練
、
岐
阜
市
水
防
団
訓
練
及
び
地
元
の
防
災
訓
練

等
に
参
加
を
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
消
防
署
の
指
導
で
A
E
D

扱
い
講
習
も
随
時
受
け
て
い
ま
す
。
今
後
と
も
女
性
防
火
ク
ラ

ブ
に
対
し
て
宜
し
く
ご
協
力
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

女
性
防
火
ク
ラ
ブ
会
長　

野
々
村
恵
子

黒
野
体
育
振
興
会

女
性
防
火
ク
ラ
ブ

岐
阜
市
母
子
寡
婦
福
祉
連
合
会

岐
阜
北
交
安
協
黒
野
支
部

水
防
団
の
活
動

　

日
頃
は
水
防
団
活
動
に
ご
理
解
、
ご

協
力
を
賜
り
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
水
防
団
は
皆
様
の
生
命
、
財
産

を
守
る
べ
く
各
自
治
会
か
ら
選
出
し
て

頂
い
た
方
々
が
命
令
・
指
揮
の
下
、
訓
練
・
講
習
な
ど
を
受
け

近
年
多
々
発
生
し
て
い
る
堤
防
決
壊
・
地
震
・
水
害
な
ど
予
想

が
つ
か
な
い
様
な
災
害
に
備
え
て
お
り
ま
す
。

　

つ
き
ま
し
て
は
団
員
の
人
数
確
保
、活
動
に
対
す
る
ご
理
解
、

ご
支
援
を
皆
々
様
に
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

黒
野
水
防
団
団
長　

森
口
義
博

黒
野
水
防
団

　

黒
野
校
区
の
皆
様
に
は
、
日
頃
か
ら
黒

野
青
年
O
B
会
活
動
に
ご
理
解
と
ご
協
力

を
頂
き
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
黒
野

青
年
O
B
会
の
活
動
は
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
の
推
進
、
校
区
各
種
団
体
と
の
連
携
及
び
協
力
」
が
主
な

目
的
で
設
立
さ
れ
、
具
体
的
活
動
と
し
て
は
、
長
良
川
花
火
大

会
の
後
の
長
良
川
及
び
伊
自
良
川
の
清
掃
、
岐
阜
大
学
留
学
生

と
の
交
流
の
一
環
と
し
て
、
金
華
山
登
山
な
ど
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
地
味
で
す
が
先
輩
が
築
か
れ
た
歴

史
あ
る
会
で
す
の
で
、
継
続
維
持
す
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
と

考
え
て
い
ま
す
。
た
だ
会
員
が
高
齢
化
し
て
お
り
、
会
員
増
強

を
推
進
し
て
い
ま
す
の
で
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
興
味
の
あ
る
方
、

会
社
生
活
が
終
わ
り
、
地
域
活
動
に
取
り
組
み
た
い
と
考
え
て

い
る
方
が
あ
り
ま
し
た
ら
是
非
と
も
ご
入
会
申
込
頂
け
ま
す
よ

う
お
願
い
申
し
上
げ
、当
会
の
近
況
報
告
と
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

黒
野
青
年
O
B
会
会
長　

伊
藤
正
勝

黒
野
青
年
O
B
会
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編 

集 

後 

記

　

黒
野
地
区
も
岐
阜
市
連
絡
協
議
会
と
協
調

し
て
熊
本
県
被
災
地
へ
の
災
害
義
援
金
を
送

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
一
時
も
早
く
被
災

地
の
皆
様
が
正
常
な
生
活
に
戻
ら
れ
る
こ
と

を
願
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
の
度
の
広
報
発
刊
に
際
し
ご
執

筆
頂
き
ま
し
た
皆
様
方
に
厚
く
御
礼
申
し
上

げ
ま
す
。

自
治
会
連
合
会
事
務
局

事　業　内　容 実施日 備　考

1 連合会 自治会長と校区警察、消防、JA、岐阜市議との合同会議開催   4月26日 （火曜日）

２ 黒野自治会連合会役員と校区各種団体長との合同会議開催   5月26日 （木曜日）

３ 社会福祉協議会黒野支部役員と校区民生委員・児童委員とによる視察研修に参加   7月  6日 （水曜日）

４
青色回転灯パトロ－ル講習会   5月24日 （火曜日）

黒野校区くらしの安全推進（パトロールの実施） 年    間

５ 資源分別回収の実施（自治会連合会分担）４ヶ月 12月〜3月 第2、第4土曜日

６ 各自治体単位で行う人権学習（町内学習）の実施 8月〜11月 町内単位

７ 黒野校区「敬老祝賀会」の実施 （祝日）   9月19日 黒野小学校

８ 黒野自治会連合会主催による防災訓練の実施（東ブロック）（日曜日）     10月23日 黒野城跡公園

９ 黒野校区「ひとり暮らし高齢者の集い」に協力（土曜日） 10月15日 黒野会館

10 黒野校区「文化祭」に参加  （土、日曜日） 11月5日〜6日 黒野小学校

11 黒野校区「新成人を祝い励ます会」の開催 平成29年1月8日 西部コミセン（日曜日）

12 黒野自治会長研修旅行の実施 2月 4日（土）〜5日（日）

13 まめで暮らそまいか；今日から替える生活習慣――講習会（金曜日）   6月17日 黒野会館

平成28年度　黒野自治会連合会主要行事

小川市の案内板設置
　今年3月6日に古市場熊野神社境内の一角に、黒
野城と加藤貞泰公研究会による古代話小川市にまつ
わる案内板が立てられました。
　これは、1300年前の奈良時代頃当地古市場には
市（いち）がたてられていた事が平安初期の古文書に
書かれています。その中のお話で小女と大女の力競
べが可笑しく記されているのを表現したものです。
　この案内板は、地元企業の協賛並びに黒野自治会
連合会の浄財で出来た物です。

『ほっとバス』10万人乗車客達成記念式典
黒野・西郷地区コミュニティバス等運営協議会

　黒野・西郷地区の『ほっとバス』 が本格運行以来、このたび乗車客10万人
達成となり、4月27日岐阜大学附属病院ほっとバス停車場で祝賀記念式典が
行われました。10万人目乗客の栄誉を射止めたのは、改田地区の恒川フジ
子さんでした。
　10万人目の前後賞として前には西郷の土居ユリ子さん、後には下西郷の
小石千鶴子さんが選ばれました。式典には細江岐阜市長をはじめ、岐阜大学
森脇学長、岐阜大学
医学部小倉病院長、
地元市議の先生方も
出席を頂きました。
　そして、ほっとバ
ス運営協議会 野々
村文彦会長より記念
品 と 感 謝 状 が10万
人 該 当 者 等 に 贈 ら
れ、記念のくす玉割
りが行われました。

平
成
二
十
八
年
度

会　

長　
　

野
々
村　

文　

彦

副
会
長　
　

西　

垣　
　
　

薫

副
会
長　
　

堀　

田　

啓　

二

副
会
長　
　

浅　

野　
　
　

浩

理　

事　
　

中　

尾　

義　

晃

理　

事　
　

岩　

本　

和　

仁

理　

事　
　

上　

村　

雄　

二

理　

事　
　

島　

塚　

正　

治

理　

事　
　

白　

木　

光　

男

監　

事　
　

戸　

本　

攝　

郎

監　

事　
　

久　

世　

和　

明

会　

計　
　

池　

本　

孝　

夫

会　

計　
　

安　

田　

光　

夫

事
務
局
長　

澤　

島　

勝　

美

事
務
次
長　

田　

口　

勝　

廣

社
協
主
事　

平　

野　

俶　

弘

黒
野
自
治
会
連
合
会
役
員
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発　行

岐 阜 市 社 会 福 祉 協 議 会
黒 野 支 部

く
ろ
の

 
社
協
だ
よ
り

　

岐
阜
市
社
会
福
祉
協
議
会
黒
野
支
部

で
は
、
地
域
の
皆
さ
ん
が
健
康
で
「
生

涯
現
役
」
生
活
を
し
て
い
た
だ
き
た
い

と
の
願
い
か
ら
、
自
治
会
連
合
会
・
ま

ち
づ
く
り
協
議
会
等
の
協
力
の
も
と

で
、「
高
齢
者
介
護
予
防
教
室
」、「
子

育
て
支
援
事
業
」、「
一
人
暮
ら
し
高
齢

者
の
集
い
」
な
ど
に
岐
阜
市
社
会
福
祉

協
議
会
の
支
援
事
業
費
を
活
用
し
て
ま

い
り
ま
す
。

　

黒
野
地
域
も
高
齢
化
が
進
ん
で
お

り
、
日
ご
ろ
か
ら
見
守
り
支
え
合
い
を

行
っ
て
い
く
こ
と
に
よ
り
、
災
害
時
の

救
助
活
動
に
役
立
つ
と
思
っ
て
お
り
ま

す
。
日
ご
ろ
か
ら
の
見
守
り
を
す
る
た

め
に「
支
え
合
い
マ
ッ
プ
」を
皆
さ
ん
で

作
成
し
て
い
た
だ
く
こ
と
で
、
そ
の
地

区
の
つ
な
が
り
が
深
ま
っ
て
い
き
ま

す
。
ま
だ「
支
え
合
い
マ
ッ
プ
」を
作
成

さ
れ
て
い
な
い
地
区
は
作
成
し
て
い
た

だ
く
こ
と
を
お
願
い
し
ま
す
。「
支
え

合
い
マ
ッ
プ
」
は
毎
年
見
直
し
を
し
て

い
く
こ
と
も
大
切
で
す
。

　

今
後
と
も
、
自
治
会
連
合
会
・
白
寿

会
・
民
生
児
童
委
員
の
協
力
を
得
て
、

「
救
命
キ
ッ
ト
」を「
福
祉
マ
ッ
プ
」又
は

「
支
え
合
い
マ
ッ
プ
」を
作
成
さ
れ
た
自

治
会
を
中
心
に
、
順
次
配
布
し
て
い
き

ま
す
。

6
月
25
日　

高
齢
者
介
護
予
防
教
室
を

黒
野
筋
ト
レ
ク
ラ
ブ
の
協

力
で
実
施
予
定

7
月
6
日　

黒
野
社
協
研
修
旅
行
を
予
定

9
月
24
日　

高
齢
者
介
護
予
防
教
室

9
月
19
日　

金
婚
式
を
迎
え
ら
れ
た
方

に
記
念
品
を
贈
呈

10
月
8
日　
「
一
人
暮
ら
し
高
齢
者
の

集
い
」
を
自
治
会
連
合
会

役
員
と
民
生
児
童
委
員

社
協
黒
野
支
部
の

行
事
予
定

支
え
合
い
マ
ッ
プ



第 29 号 平成28年6月10日　（6）く ろ の 社 協 だ よ り

　

社
協
の「
い
き
い
き
サ
ロ
ン
」事
業
は

町
内
の
大
人
か
ら
子
供
ま
で
の
融
和
を

図
る
の
が
目
的
で
す
。
10
人
以
上
で
助

成
金
が
出
ま
す
か
ら
「
い
き
い
き
サ
ロ

ン
」を
実
施
し
て
い
な
い
町
内
は「
い
き

い
き
サ
ロ
ン
」
を
立
ち
上
げ
て
頂
き
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
既
に
実
施
さ
れ
て
い
る
「
い

き
い
き
サ
ロ
ン
」
の
活
動
報
告
も
紹
介

し
て
い
く
予
定
で
す
。

　

平
成
医
療
短
期
大
学
作
業
療
法
学
科

の
先
生
と
生
徒
さ
ん
が
黒
野
地
域
の
皆

　

社
協
黒
野
支
部
で
は
、
グ
ラ
ウ
ン
ド

ゴ
ル
フ
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
、
書
画
カ

メ
ラ
、
キ
ー
ボ
ー
ド
、
マ
イ
ク
・
ア
ン

プ
セ
ッ
ト
な
ど
を
地
域
活
性
化
に
役
立

つ
よ
う
購
入
し
て
お
り
ま
す
。

　

自
治
会
傘
下
の
各
種
団
体
に
貸
出
を

し
ま
す
の
で
、
ご
希
望
の
団
体
は
、
社

協
主
事
に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

「
い
き
い
き
サ
ロ
ン
」事
業

さ
ん
の
健
康
に
お
役
に
た
ち
た
い
と
4

月
よ
り「
末
広
町
い
き
い
き
サ
ロ
ン
」に

参
加
さ
れ
作
業
療
法
の
立
場
か
ら
ゲ
ー

ム
感
覚
の
運
動
を
、
サ
ロ
ン
の
皆
さ
ん

と
楽
し
ん
で
お
ら
れ
ま
し
た
。

購
入
し
ま
し
た

カメラ

プロジェクター

書画カメラ

キーボード

マイク・
アンプセット



（7）　平成28年6月10日 第 6 号く ろ の ま ち 協 だ よ り

第 6 号

発　行

黒 野 ま ち づ く り 協 議 会
事 務 局

く
ろ
の

ま
ち
協
だ
よ
り

　皆様から期待されていました黒野のホームページが4月1日から運用を始めました。
パソコンやスマホからインターネットで「黒野まちづくり」と検索して頂ければ当ホーム
ページが出てきます。まずは中を見て頂くのが一番ですが、簡単な説明をいたします。

ホームページ「黒野まちづくり」が
4月から運用を開始しました。

　概略の説明をしました。皆様のパソコンやスマホの中の
「お気に入り」に登録して頂いて、時々チェックして頂けれ
ば幸いです。また、ホームページについてのご意見等を運
営委員にお伝え下さい。皆様に親しんで頂ける黒野のホー
ムページにしていきたいと思います。

①各種団体の紹介
まちづくり協議会を構成している
各種団体の一覧を載せていまして、
団体名をクリックして頂くと団体
の紹介を見ることができます。

②行事予定
まちづくり協議会、自治会連合会
等の主な年間行事予定の一覧です。

③行事報告
主な行事について、開催状況等を
写真と文章で報告します。

これら①②③は、年4回の定期見
直しで更新していきます。

④くろの日記（ブログ）
この欄は、ホームページ運営委員
が、各自のパソコンから身近な情
報を投稿し掲載します。現時点で
・青パト運転者講習会開催
・ホットバス10万人達成イベント
・黒野城跡イルミネーション
・消防団入団式と纏贈呈式
・スポ少説明会と団員募集
等々各種情報が掲載されています。
尚、投稿されたことを「ツイート」
の欄に表示されます。

⑤「ツイート」
140文字以内の文字情報を
ホームページ運営委員が掲
載します。

氏　名 所　属　団　体
澤島　勝美 自治会連合会事務局長
池本　孝夫 自治会連合会　会計
平野　俶弘 社会福祉協議会主事
戸川　尚丈 黒野小学校PTA
国島奈津子 黒野小学校PTA広報
河村　博美 体育振興会　副会長
杉浦　雅世 青少年育成市民会議　事務局
小島　清之 黒野白寿会連合会　副会長
戸川　文男 黒野城と加藤貞泰公研究会　事務局長
松原　昭夫 黒野体育振興会
伊藤　　崇 黒野スポーツ少年団　事務局
神山　富雄 黒野自治会連合会
玉木　政芳 まちづくり協議会事務局長
島塚　正治 まちづくり協議会事務局次長

ホームページ運営委員

　

平
成
28
年
度
総
会
が
4
月
14
日
に
来

賓
7
名
、
協
議
会
委
員
59
名
の
出
席
の

も
と
開
催
さ
れ
、
平
成
27
年
度
事
業
、

収
支
決
算
報
告
並
び
に
平
成
28
年
度
事

業
計
画
、
収
支
予
算
が
承
認
さ
れ
ま
し

た
。
ま
た
、
自
治
会
連
合
会
及
び
各
種

団
体
役
員
交
代
に
伴
う
黒
野
ま
ち
づ
く

り
協
議
会
役
員
の
交
代
が
承
認
さ
れ
、

専
門
部
会
長
を
次
の
様
に
兼
務
頂
く
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

会
　
長
　
野
々
村
文
彦

副
会
長
　
西
垣　
　

薫
（
福
祉
・
教
育
部
会
長
）

副
会
長
　
浅
野　
　

浩

（
文
化
・
歴
史
・
ス
ポ
ー
ツ
部
会
長
）

副
会
長
　
堀
田　

啓
二

（
安
心
・
安
全
・
防
災
部
会
長
）

①

④ ⑤

② ③

平
成
28
年
度
総
会
開
催



第 6 号 平成28年6月10日　（8）く ろ の ま ち 協 だ よ り

　

黒
野
小
学
校
、
自
治
会
連
合
会
、
交

通
安
全
協
会
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
が
ゾ
ー
ン
30
の

導
入
を
岐
阜
北
警
察
署
へ
要
望
し
て
い

ま
し
た
が
、
対
象
の
道
路
へ
の
30
キ
ロ

制
限
の
表
示
等
が
整
い
、
ゾ
ー
ン
30
が

４
月
か
ら
施
行
さ
れ
ま
し
た
。
小
学
生

の
登
下
校
が
よ
り
安
全
に
な
る
と
期
待

さ
れ
ま
す
。
な
お
、
対
象
と
な
る
区
域

の
ス
ピ
ー
ド
制
限
が
30
キ
ロ
に
な
り
、

こ
れ
を
オ
ー
バ
ー
し
た
場
合
は
取
り
締

ま
り
の
対
象
に
な
り
ま
す
。
十
分
ご
注

意
を
お
願
い
し
ま
す
。
ま
た
、
対
象
区

域
の
主
な
交
差
点
に
は
順
次
、
カ
ラ
ー

舗
装
が
さ
れ
る
予
定
で
す
。

　

昨
年
、
黒
野
小
学
校
で
行
わ
れ
ま
し
た
N
H
K
ラ
ジ

オ
体
操
会
に
は
2
0
0
0
名
も
の
参
加
が
あ
り
盛
大
に

行
わ
れ
ま
し
た
。
今
年
か
ら
は
、
こ
れ
を
記
念
日
と
し

て
8
月
5
日（
金
）に
第
3
回
黒
野
ラ
ジ
オ
体
操
会
を
開

催
し
ま
す
。
岐
阜

県
ラ
ジ
オ
体
操
連

盟
及
び
か
ん
ぽ
生

命
も
こ
の
趣
旨
に

賛
同
し
て
頂
き
ご

支
援
を
頂
く
予
定

で
す
。
今
年
も
皆

様
の
ご
参
加
を
お

願
い
し
ま
す
。

　今年も黒野城と加藤貞泰公研究会
と協力して「黒野歴史探訪」を6月26
日に計画しています。今回は、黒野
で最も自然を残している洞地域の古
墳群や黒野で最古のお寺「圓成寺」な
どを巡ります。
　洞の「深坂神社」を出発点におよそ4
キロメートルの行程です。
　先着50名で、6月22日迄受け付け
ています。多くの方の参加を期待し
ております。

「黒野歴史探訪」
を開催します

　

熊
本
地
震
で
多
く
の
被
災
者
の
避
難
生
活
が
未
だ
続

い
て
い
ま
す
。
黒
野
地
区
で
も
万
一
の
災
害
に
備
え
、

黒
野
小
学
校
に
準
備
し
て
あ
る
資
機
材
を
実
際
に
使
用

し
て
み
る
こ
と
で
の
災
害
対
応
訓
練
を
6
月
19
日
に
予

定
し
て
い
ま
す
。

　

具
体
的
に
は
、
発
電
機
と
照
明
の
実
働
、
仮
設
ト
イ

レ
の
設
置
、
及
び
避
難
所
間
仕
切
り
の
設
置
等
で
す
。

今
回
は
、
各
町
内
の
自
主
防
災
隊
総
代
と
安
心
・
安
全
・

防
災
部
会
及
び
福
祉
・
教
育
部
会
メ
ン
バ
ー
、
消
防
団
、

水
防
団
、
市
民
消
火
隊
メ
ン
バ
ー
で
実
施
し
ま
す
。

ゾ
ー
ン
30
が

施
行
さ
れ
ま
し
た

第
３
回

黒
野
ラ
ジ
オ
体
操
会
を
開
催
し
ま
す

「
災
害
対
応
訓
練
」を
実
施
し
ま
す


